
 

１ はじめに 

定時制課程で働きながら学ぶ生徒を支援

する団体として，ＰＴＡ，ＥＴＡが挙げら

れる。本校にはＰＴＡと「定時制育成会」

（以下「育成会」）の２団体がある。 

本稿では，育成会の歩みを振り返り，現

状と課題について報告したい。 

 

２．育成会のあらまし 

（１）「ＥＴＡ」から「育成会」へ 

 育成会は，従来の「ＥＴＡ」が平成 16 

年に休会した後，約３年の準備期間を経て 

平成 19 年に発足した。事業主が主体として 

定時制生徒の就労及び学校生活を支援する 

団体というＥＴＡのあり方から脱し，広く 

地域の賛同者を募り，ＥＴＡの理念を継承 

しつつ発展させ,働きながら学ぶ定時制生 

徒の学校生活を支えるというものだった。 

 育成会は発足当初 31 名でスタートした。

広報や会員の口コミにより徐々に賛同者を

増やし,令和２年５月現在 50名が在籍する。 

（下表）。構成員は，従来の事業主・教職員

のほか，ＰＴＡ役員，同窓会員，議会議員

などである。本校が平成 30 年より新校舎が

完成し,育成会への関心が高まったようで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本校教育課程での位置づけ 

本校の教育課程における，育成会に関す 

る記述は下記の通りである。育成会はＰＴ

Ａと並んで地域の教育の担い手の一つに位

置づけられている。 

 

３．育成会の事業について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  生徒は年度当初に５割程度が働いてい

るが，新入生が５月の行事「ハローワー

ク説明会」の後に徐々にアルバイトに就

くようになり，年度末には就業率が７割

を超える。上記①④については，賛同企

業での就労を希望する生徒には個別に相

談に応じ,職場体験（インターンシップ）

を経て，スムーズに就業できるようにし

ている。就業後も担任が生徒と面談した

り職場と連絡を取ったりしながら,職場

での生徒の様子の把握と,学校での指導

に生かしている。 

 ②③⑤については次章で述べる。 

① 就労や進路対策への協力 

② 進路講話，教育講演会の実施 

③ 同一職場での就労を継続した 

生徒の表彰    

④ 職場での生徒の様子の情報共 

有 

⑤ その他本会の目的達成に必要 

な事業 

（規約 第 3 条） 

研究報告 

「地域との連携のあり方について～育成会の取り組みと課題～」 

宮城県名取高等学校定時制 教諭 小野寺 学 

（中略）ＰＴＡや定時制育成会等，

地域や外部の教育力を生かし，就労

意欲の向上及び進路指導の充実を

図る。 

（「道徳教育全体計画」より） 

年度 会員・賛同人数

Ｈ１９ 31
Ｈ２０ 31
Ｈ２１ 33
Ｈ２２ 32
Ｈ２３ 32
Ｈ２４ 33
Ｈ２５ 35
Ｈ２６ 34
Ｈ２７ 36
Ｈ２８ 38
Ｈ２９ 38
Ｈ３０ 40
Ｈ３１（Ｒ元） 43
Ｒ２ 50



４．事業内容と実態について 

 

 

 

 

 

育成会は上記事業のほか，部活動，卒業

生による講話（7 月），入学生予備登校（３

月）などにおいて,必要物品の提供や講師謝

礼などの物的,金銭的支援を行っている。 

また，某ラジオ局の番組 

では役員がディスクジョッ 

キーを務めており，年に数 

回定時制の生徒が出演して 

学校生活についての報告や 

本校のＰＲ活動を行っている。 

 

○進路講話・教育講演会（6 月・11 月） 

 当初は会員である事業主に講師を依頼し

て話をしてもらうことが多かったが，近年

は外部より講師を招き,大学教授やアナウ

ンサー,シンガーソングライターとバラエ

ティに富んでいる。講話の内容にも趣向工

夫を凝らし，パワーポイントの提示で視覚

支援を行ったり，クイズや実演も交えたり

するなど，生徒が参加しやすいものになり，

生徒・保護者や会員などの聴講者にも好評

だった。 

 

 

 

 

    （講演会の実演・実験風景） 

 

○就職模擬面接会 

９月の就職試験解禁前に４年生を対象と 

して，フジフーズ(株)仙 

台工場の協力を得て実施 

している。就職試験の 

直前ということもあり, 

４年生は本番さながらの真剣さで面接に臨

んでおり,就職内定にもつなげている。 

 

○4 年間同一職場表彰 

 近年は平成 29 年度が４名，平成 30 年が

２名，令和元年度０名と 

減少している。会社の 

閉店による解雇される生 

徒もおり，アルバイトが 

長期に渡って就業することの困難なことが

ここに表れている。 

 

４．育成会の課題 

（１）会員の高齢化 

発足後 13 年が経つ現在も年旧ＥＴＡか

らの会員・役員が中心メンバーであり，高

齢化が進んでいる。それに伴い,病気・廃業

による退会者が少しずつ増えている。若い

世代の会員への引き継ぎが急務である。 

（２）行事への参加者が少ない 

主催行事への参加者は教職員を含めても

半数に満たない。事業主や PTA 役員等のス

ケジュール調整上致し方ないところもある

が,広報を見直すとともに，魅力的な行事を

企画・運営していく必要性も痛感している。 

（３）会員と生徒が交流する機会を少ない 

 役員会では常時話題に上る事項である。 

学校行事の編成の問題も絡んでくるが,共

に活動ができるような行事を企画し学校に

提案していく必要がある。 

 

６．おわりに 

５月 第１回役員会・総会 

６月 進路講話 

８月 ４学年就職模擬面接会 

11 月 教育講演会 

２月 第２回役員会 

４年間同一職場表彰式 

 



今年度は新型コロナウィルス感染症拡大

の影響で総会と進路講話が中止となるなど,

今後の主催行事への影響が懸念される。 

育成会初代会長である今野慶一氏は，育

成会発足当時,「育成会がこれからも生徒の

側に立ち，一緒に歩んで行くのも我々の役

目である」と述べている。（※） 

 本校定時制は現在創立 72 年。令和３年度

には新体育館が完成予定であり，2023 年度

（令和 5 年度）には学校創立 100 周年を迎

える。育成会には,今後も働きながら学ぶ生

徒と共に歩み,地域の教育力を発揮してい

くことが求められている。 

 

（※）参考文献① 第 4 章 78 ページ 
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